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   Two cases of leiomyoma of the bladder seen in 72-year-old and 30-year-old males  have 
been reported. 
   The first case was complicated with vesical papilloma, and the second with bladder 
stone. Twenty cases were collected from the Japanese literatures including two cases above 
and a brief discussion was made about this neoplasm.
膀胱筋腫の報告は最近その例数 を増 してはき
たが,上 皮性 の腫瘍に比すれば極 めて少ない.
Hinmannによれば,膀 胱腫瘍 の95%oは上皮性
腫瘍 で残 り5%が 間葉性 あよび碕型腫 であると
されている.間 葉性腫瘍では肉腫が最 も多 く,
良性の ものに至つては極めて少 ない との ことで
ある.こ の良性腫瘍 の うちで も平滑筋腫が比較
的多 く,次 いで血管腫,粘 液腫,横 紋筋腫,骨
腫の順に頻度が減 じてい るが,何 れに しても稀
有な疾患 であることは間違いないと思われる.
わた くしらは最近相次いで純 粋な平滑筋腫 の2















尿所見:淡赤色に潤濁,赤 血球多数,白 血球 は僅
少.
























































現病歴=約1年 前より頻尿と遷延i性排尿 を おぼ え
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症例1の組織像100×
現 症=体 格 硝 小,痩 形,心 肺 に異 常 は ない.肝 臓 は
ド
右季 肋 一ドに一 横 指触 れ るが肝 縁 は鋭 い.腎 臓 は半 座位
で右 側 の ド極 を 触れ るの み.膀 胱 部,外 性 器,前 立腺
に 異常 な し,
尿 所 見:全 く清澄,沈 澄に 少 数 の赤 血球 を 認め た.
血 液 所 見:赤 血球410×104,白血 球7,800,血色素
量75%(ザ ー リー法)血 清梅 毒反 応 陰性.
肝機 能:血 清蛋 白 量8.Og/dl,CCF(一),TTT
(2.7),Al-ph-ase(3.6B.U.)、GOT(10).
膀胱 鏡 検 査:容 量300cc,膀胱 粘膜 に著 変 は な いが,
頭 部 右側7時 の部 に 示指 頭 大 の半 球状 の 表面 平 滑な 腫
瘤 が 認 め られ た.な お 底部 に小 結 石2ケ が 存在 す る.
前 記 遷 延性 排 尿障 害 は この 腫 瘤に 由 来す る も の と 考
え,高 位 切 開 に よ る腫 瘍 別 出 を試 み た.
手 術 所見:型 の如 ぎ皮 切に よ り,膀 胱 内腔 に 達 し,
先 ず 底 部に あ つた 金 平糖 状,米 粒 大 の小 結 石2ケ を 摘
出 した.腫 瘤は 頸 部 の右 側7時 の 部に 内 尿道 口を塞 ぐ
よ うな格 構 で認 め られ た.腫 瘤 の表 面 は 正常 粘 膜で 覆
わ れ,基 部 は有 茎状 であ り,症 例1と 同様 に牽 引す る
と容 易に 千切 れ,そ の部 を要 気 凝固 も行 い,留 置 カテ
ーテル を 設け て手 術 を終 つた.
別 出標 本=大 き さ2.1×1.9×17cm,重さ49.組 織
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本症は膀胱腫瘍の うちで も非常 に稀な もので
あり,Campbellら(1953)でも純粋の平滑筋
第1表 本
腫 を文献上か ら68例を集めてい るに過 ぎず,本
邦では志田 ら(1958)が本邦の症 例18例を総括
してい る,そ の後現在 まで林,杉 村,水 木,
南,今 中 らの報告があ り,著 者 の例 を合せ ると
本邦の報告例は26例となる(第1表)
病理 組織学的所見:Campbellは筋腫 をFib一
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ている.し か し我 々の症例は図示す る ように純
粋な平滑筋腫 であると考え られ,極 めて稀 な典
型に属する.
年令及び性別:本 邦症例 では生後11ケ月 か ら
最高80才に及んであ り,と くに年令 的特性 は認
められない.性 別 では男子8例,女 子16例,不
明2例 となり女子 に多発す るように思え るが,
新しい症例ではかな り男子 も多 くな つ て い る
が,Herblltはと くに性別 に差異は ないと述べ
ている.
発生部位:部 位 を問わず膀胱 の何れ の個所 に
も単発或は多発 して くるものであるが,本 邦 の
統計では三角部,後 壁 に多い ようである.発 生
位置から粘膜下型,壁 内型,漿 膜型 に分 け られ
ており,粘 膜下型が最 も多い.我 々の2症 例 も
粘膜下型であり,一 つは後壁に,他 の一 つは頸
部に発生 したものであつた.
大きさ:大 きいものでは3kgを 越え るもの
もあるが,一 般 には鳩卵 大か ら手拳大程度の も
のであつて,我 々の2症 例は各 々49,39で
小さい方である.あ るいは この ことが純粋型 を
呈 した一因かも知れない.
症状及び合併症=膀 胱 内に腫瘍が存在すれば
当然排尿障害 が発す るであろ うし,そ の多 くは
膀胱刺戟症状 であらう.ま た部位 に よつては排
尿困難,尿 閉,尿 失禁な どが現 われ ても よい.
その他に血尿,月 経困難,尿 線 中絶,外 尿道 口
よりの腫瘍の突出な どの報告 も見 られ る.
合併症 としては急性 および慢性膀胱炎が最 も
多 く,さ らに二次的に化膿性腎炎 を併発 した症
例もある.恐 ら く部位 によるのであろう.ま た
志田らは上部尿路感染が本症の死亡 原因 と推 測
される症例について記載 してい る.他 に子宮筋
腫の合併 した もの2例,前 立腺肥大症 に合併 し
た1例 がある.
我々の症例1は 血尿 を主 訴 として きたが精査
の結果は乳頭腫が併発 してお り,こ のための出
血によつて発見が早かつた と思われ る.ま た症
例2は筋腫の発生部位が内尿道 口に近 く,た め
に内尿道 口を閉塞 して,こ れに よる排尿障害 が
早期受診.早 期治療を可能 としたか と 思 わ れ
る・腫瘍が小 さい こと,組 織学 的に純型 であつ
273
た ことの主因で あろ う
平滑筋腫は一般に良性 であるため,何 等かの
合併症 ない しは排尿 障害 を伴わない限 り発見は
困難 である.血 尿を主訴 と して来 ることもある
が,腫 瘤表面の組織 が損傷 されて始めて血尿 が
現われるものと思われ,屡 々腫瘤表面 に小なる
結石の附着が認め られている.今 回の症例のも
腫瘤 とは離れ て底部 に結石2ケ を認 めたが,こ
の ような小結石の合併は腫瘤表面粘膜 に結石形
成 の原因 にな る変化 の起 りつつあることを思わ
せる.良 性腫瘍であつても,ま た小 さな有茎腫
瘍であつ てもその存在す る期 間に応 じて次第に
種 々の変化を起 し得 るものであろうことを考え
させる.
予後;本 邦の26症例の うち,死 亡例 は8例 で
あ り,う ち5例 は尿路感染に よる.本 邦では未
だ報告に接 してないが,時 に悪性肉 腫 に 変 化
し,転 移,再 発 を来 した との報告が欧米 では見
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